
平成２２年度一般会計当初予算説明資料
７款 商工費
１項 商業費 経済通商総室（内線:７８９０）

（ ）２目 商業振興費 単位：千円

財 源 内 訳 備
事 業 名 本 年 度 前 年 度 比 較 考

起 債 そ の 他 一般財源国 庫 支 出 金

【 】 （ ） （ ） （ ）（ ）経済成長戦略 8,026 (0) 8,026 5,026 3,000
（新）次世代Ｌ 3,000 0 3,000 3,000
ＥＤ開発促進事
業

トータルコスト 6,227千円（前年度 0 千円）[正職員：0.4人 非常勤職員：1.0人]

主な業務内容 ＬＥＤコンソーシアムから創出されたプロジェクトのＦＳ調査支援。

経済成長による「一人当たり県民所得」の増大 「新たな雇用」の創出を着実に実工程表の政策目標（指標） 、
現するための「鳥取県型経済成長モデル」を構築

※上段の（ ）はふるさと雇用再生特別交付金事業計上分を含む額
説明

１ 事業の概要
ＬＥＤ関連製品の創出を促進するための組織（ＬＥＤコンソーシアム）を設置し、県内ＬＥＤ

関連企業の連携による新たなＬＥＤ関連製品の創出を支援する。

２ 事業内容

区 分 予 算 内 容

コンソーシアムの 5,026 ○企業間連携による新プロジェクト創出を促進するため、
設置 コーディネーターを配置

（ふるさと雇用再生 ○コンソーシアムから生まれた新プロジェクトの推進体制
特別交付金事業） を整備

○健康・医療産業など、新規分野への用途開発の検討
○セミナの開催や専門家による個別アドバイスなどを実施

ＦＳ調査支援 3,000 コンソーソシアムから生まれた複数のプロジェクトに対
して、必要なＦＳ(事業化可能性)調査を支援する。

①補助対象 コンソーシアムから生まれたプロジェ
クトのＦＳ調査にかかる経費

②補助率 ２/３
③上限額 1,000千円

３ これまでの取組状況、改善点

ＬＥＤ関連産業は、今後も成長が期待される分野で県内でも多くの企業がＬＥＤ関連商品の開
発に取り組み始めている （約３０社、電機産業の１５％）。
しかし、県内企業の多くは、自社製品の応用先の確保・アイデアに苦心している。そのため、

オリジナル商品開発を協力に推進するために、連携を推進する土壌作りを行っていく。

製造企業 その他企業
(農業関係等)

企画設計企業
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コンソーシアム構成

コーディネーター


